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住まいにおける子育て環境の向上に関する目標設定の考え方について（案）

現在の目標値

「第６次東京都住宅マスタープラン」（平成29(2017)年3月）
目 標 ： 目標１ 住まいにおける子育て環境の向上 （１）子育て世帯向け住宅の供給促進
政策指標 ： 認定制度に基づく認定住宅の戸数 10,000戸（令和7(2025)年度末）

目標値の変更案（第２回意見交換会再掲）

変更目標案

「（仮称）第７次東京都住宅マスタープラン」 ※今後、住宅政策審議会における審議などを経て決定
目 標 ： 目標４ 住まいにおける子育て環境の向上 （１）子育て世帯向け住宅の供給促進
政策指標 ： 子育て世帯における住宅及び住環境に対する満足度

83％（平成30年(2018)年） → ■％（令和○年(▲▲)年）
観測・実況指標 ： 認定制度に基づく認定住宅の戸数

資料４

◆直近の数字が83％ということであり、既に高いという印象

◆満足度を目標値とする場合、世帯構成や所有形態等属性を細分化することでより適切な値となる可能性

◆観測・実況指標の上昇と政策指標である満足度の向上の因果関係を明確にできるように満足度と観測・実況
指標との関係性を分析することが重要

意見交換会における主な意見 ・子供の年齢層による細分化のみ可能
・年齢層を制度対象の小学生までとすると満足度は上昇
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目標値の変更案

変更案１ 変更案２

政策指標

認定制度に基づく認定住宅の戸数
10,000戸（令和12(2030)年度末）

※期間延伸の根拠は別途算出

子育て世帯における住宅及び住環境に対する満足度
（11歳以下の子供を持つ世帯）

83％（平成30年(2018)年）※速報値のため変動可能性あり

■％（令和12年(2030)年）

観測・実況指標

・子育て世帯における住宅の広さや間取りに対する満足度

・子育て世帯における収納の多さ・使い勝手に対する満足度

・子育て世帯における住宅の防犯性や地域の治安に対する満足度

・子育て世帯における子供の遊び場、子育て支援サービスに対する満足度

・子育て世帯における近隣の人やコミュニティとの関わりに対する満足度

概要
ガイドライン掲載事項や認定基準に紐づく指標であり、
政策指標との関連性が明確な各満足度を観測指標とし
て設定

政策指標とした総合的な満足度の補完として、ガイド
ライン等との関連性も併せ持つ各満足度を観測指標と
して設定

課題

・認定戸数はあくまでも施策のうちの一実績に過ぎず、
目標達成のための総合的な指標として十分か

・政策指標達成見込みの可能性

・現在の満足度の数値が既に高い

・将来政策指標の値の適切な設定方法検討の必要性


